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5
月
26
日
、
前
日
の
大
荒
れ
の
天

気
が
嘘
の
よ
う
に
晴
れ
て
、
静
岡
県

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
あ
ざ
れ

あ
」
で
全
国
協
議
会
主
催
、（
主
管
・

静
岡
骨
髄
バ
ン
ク
を
推
進
す
る
会
）

に
よ
る
「
2
0
0
7
全
国
骨
髄
バ
ン

ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
in
静
岡
」

が
開
催
さ
れ
、
約
3
0
0
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

■
10
団
体
へ
感
謝
状
贈
呈

　

全
国
の
懐
か
し
い
顔
が
ロ
ビ
ー
に

溢
れ
「
ど
う
ぞ
ホ
ー
ル
に
お
入
り
下

さ
い
」
と
主
催
者
の
声
が
何
度
も
聞

こ
え
る
中
で
、
記
念
式
典
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
主
催
者
、
開
催

地
、
来
賓
挨
拶
に
つ
づ
き
感
謝
状
の

贈
呈
が
あ
り
、代
表
し
て
、ノ
ー
レ
ー

ト
マ
ー
ジ
ャ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

ニ
ュ
ー
ロ
ン　

山
口
明
大
様
か
ら
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
感
謝
状
贈
呈
先

（
株
）
北
越
ケ
ー
ズ　
（
株
）
ゴ
ル

フ
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
社　

社
会
福
祉

法
人　

箱
根
恵
明
学
園　

ノ
ー
レ
ー

ト
マ
ー
ジ
ャ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

ニ
ュ
ー
ロ
ン　
（
有
）
大
栄
商
会　

（
財
）
小
塩
報
恩
会　

静
岡
葵
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

静
岡
リ
バ
テ
ィ
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　
（
社
）
島
田
青

年
会
議
所　

片
平
有
紀 

（
敬
称
略
）

■
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　

感
謝
状
を
受
賞
さ
れ
た
片
平
有
紀

さ
ん
（
元
患
者
）
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

見
事
な
歌
声
に
乗
せ
て
「
ア
ベ
・

マ
リ
ア
」や
今
年
最
大
の
話
題
曲「
千

の
風
に
な
っ
て
」
等
、
計
5
曲
が
歌

わ
れ
ま
し
た
。
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
の

途
中
で
自
ら
の
闘
病
の
体
験
や
歌
へ

の
思
い
を
語
ら
れ
、
多
く
の
観
客
の

涙
を
誘
い
ま
し
た
。
静
岡
の
会
と
片

平
有
紀
さ
ん
と
は
長
い
付
き
合
い
で
、

コ
ラ
ボ
企
画
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

よ
り
一
層
の
支
援
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

■
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　

ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ス

タ
ジ
オ
の
子
供
さ
ん
に
よ
る
「
幸
せ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
題
し
た
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

若
い
人
か
ら
骨
髄
バ
ン
ク
を
発
信

で
き
れ
ば
、
自
然
に
ド
ナ
ー
リ
ク

ル
ー
ト
に
繋
が
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
供
さ
ん
達
も
真
剣
に
骨
髄
バ
ン
ク

や
命
に
つ
い
て
考
え
て
演
じ
て
く
れ

て
、
多
く
の
感
動
を
呼
ん
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

副
題
に
も
あ
る
よ
う
に
「
あ
な
た

の
勇
気
で
愛
と
命
の
架
け
橋
を
」
を

子
供
さ
ん
達
が
い
ろ
ん
な
世
代
に
架

け
て
く
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
！

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
展
示
会

　

展
示
会
場
で
は
、
い
の
ち
の
輝
き

展
・
青
空
の
天
使
た
ち
・
お
か
あ
さ

ん
の
ゆ
め
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
の
ち
の
輝
き
展
で
は
受
賞
作
品

と
未
公
開
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
青

空
の
天
使
た
ち
で
は
幼
く
し
て
亡
く

な
ら
れ
た
、
お
子
さ
ん
の
笑
顔
い
っ

ぱ
い
の
写
真
が
飾
ら
れ
、
お
か
あ
さ

ん
の
ゆ
め
で
は
多
く
の
絵
手
紙
が
飾

ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
の
目
に
焼
き

付
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
青
空
の
天
使
た
ち
と
お
か

あ
さ
ん
の
ゆ
め
は
、
静
岡
の
会
で
管

理
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
展
示
希
望

の
際
は
、
静
岡
の
会
ま
で
問
い
合
わ

せ
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
大
会
を
終
え
て

　

当
日
は
、
在
来
線
の
交
通
ト
ラ
ブ

ル
や
2
日
目
に
は
航
空
ト
ラ
ブ
ル
等

も
あ
り
ま
し
た
が
、
感
動
を
与
え
ら

れ
た
大
会
だ
っ
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
特
に
記
念
式
典
感
謝
状
贈
呈

で
の
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
山
口
さ
ん
の
ス

ピ
ー
チ
に
涙
さ
れ
た
と
多
く
の
方
か

ら
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
私

た
ち
と
し
て
は
予
想
外
の
こ
と
で
、

逆
に
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

私
た
ち
と
し
て
は
多
少
の
ト
ラ
ブ

ル
は
あ
り
ま
し
た
が
、
何
と
か
成
功

で
終
え
る
こ
と
が
で
き
て
、
一
安
心

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
貴
重

な
経
験
を
生
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

静
岡
で
の
普
及
啓
発
活
動
も
よ
り
活

発
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
、
関
係
各
位
の
協
力
が

あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
は
、
札

幌
開
催
で
す
。
ゆ
っ
く
り
1
年
間
楽

し
み
に
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
静
岡
の
会　

堀
井
）

■
次
回
開
催
地
か
ら

ラ
イ
ラ
ッ
ク
ま
つ
り
（
た
ぶ
ん
）
と

全
国
大
会

　

5
月
の
静
岡
、
昨
年
の
船
橋
、
そ

の
前
は
伊
賀
上
野
…
…
。
ど
ち
ら
の

会
で
も
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る

運
営
と
、
地
元
地
域
社
会
の
協
力
を

と
り
つ
け
て
大
会
開
催
の
意
義
を
深

め
て
い
た
と
、
感
心
し
き
り
で
し
た
。

　

札
幌
で
も
、
こ
れ
を
機
に
や
や
マ

ン
ネ
リ
化
し
た
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
活

動
に
、
市
民
の
眼
を
引
き
戻
す
運
動

を
し
た
い
、
そ
し
て
全
国
の
皆
さ
ん

に
は
、
一
年
中
で
一
番
爽
快
な
こ
の

時
季
の
札
幌
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

会
場
「
教
育
文
化
会
館
（
大
通
西

13
丁
目
）」
へ
は
最
寄
駅
で
は
な
く
、

ぜ
ひ
1
㎞
ほ
ど
大
通
公
園
を
歩
い
て

き
て
く
だ
さ
い
。
5
月
末
の
金
土
日

は
ラ
イ
ラ
ッ
ク
ま
つ
り
と
い
う
の
を

や
っ
て
い
ま
す
（
来
年
は
そ
の
前
の

週
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
な
）。
大
会
前
後

に
時
間
の
余
裕
の
あ
る
方
ば
か
り
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
か
ら
、
こ
こ
で

札
幌
ら
し
さ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

31
日
に
は
、
質
素
で
も
美
味
し
い

お
酒
を
用
意
し
ま
す
。
翌
日
に
は
白

熱
し
た
議
論
を
激
烈
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。 

（
加
藤
）

■
通
常
総
会
、
代
表
者
会
議
を

開
催

　

盛
況
だ
っ
た
「
全
国
骨
髄
バ
ン

ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
in
静
岡
」、

そ
し
て
そ
れ
に
続
く
全
国
の
仲
間
と

の
楽
し
い
夜
の
歓
談
の
翌
日
、
5
月

27
日
の
9
時
か
ら
2
0
0
7
年
度
の

通
常
総
会
、
代
表
者
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。
2
0
0
6
年
度
の
事
業
報

告
・
収
支
決
算
と
も
に
ご
承
認
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
「
変
化
、
ニ
ー
ズ
へ
の
的
確
な
対

応　

今
や
る
べ
き
こ
と
、
で
き
る
こ

と
を
着
実
に
」
を
2
0
0
7
年
度
運

動
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
、
患
者
支
援
、

ド
ナ
ー
支
援
、
普
及
広
報
な
ど
の

事
業
計
画
も
予
算
も
承
認
い
た
だ
き
、

今
後
一
年
間
、
計
画
に
沿
っ
て
効
率

的
・
積
極
的
に
活
動
を
展
開
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

続
い
て
行
な
わ
れ
た
代
表
者
会
議

で
は
「
造
血
幹
細
胞
移
植
将
来
像
検

討
会
議
」
か
ら
の
報
告
を
受
け
て
、

5
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ド
ナ
ー
登

録
会
の
現
状
な
ど
や
こ
れ
か
ら
の
展

望
な
ど
、
自
由
に
討
議
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
に
活
発
な
意
見
交
換
が

で
き
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
も
っ
と

作
っ
て
、
全
国
で
現
場
に
立
つ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
感
じ
て
い
る
事
が
活
か

さ
れ
、
患
者
や
ド
ナ
ー
に
と
っ
て
よ

り
良
い
骨
髄
バ
ン
ク
に
な
ら
な
け
れ

ば
、
と
感
じ
た
一
日
で
し
た
。（
菅
）

　

総
会
の
確
認
と
理
事
の
互
選
に
よ

り
、
2
0
0
7
、2
0
0
8
年
度
の

役
員
は
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し

た
。

会　

長　
　

大
谷
貴
子

副
会
長　
　

野
村
正
満

　
　
　
　
　

三
好
逸
二

　
　
　
　
　

陽
田
秀
夫

理
事
長　
　

中
野
勝
博

副
理
事
長　

品
川
保
弘
・
遠
山
将
一
・

畠
山
茂
房
・
四
方
田
淳

事
務
局
長　

菅
早
苗

理　

事　
　

青
山
順
・
和
泉
屋
浩
・

大
橋
一
三
・
小
川
真
理
・

川
瀬
和
子
・
下
村
祐
三
・

高
木
由
紀
子
・
中
川
里

枝
子
・
中
村
福
代
・
橋

本
正
成
・
松
井
友
子
・

村
上
忠
雄

監　

事　
　

大
塚
和
博
・
田
中
幸
一
・

吉
永
忍

2
0
0
7
全
国
骨
髄
バ
ン
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
in
静
岡
開
催

あ
な
た
の
勇
気
で
愛
と
命
の
架
け
橋
を

　

去
る
6
月
6
日　

当
協
議
会
大
谷

貴
子
会
長
と
九
州
骨
髄
バ
ン
ク
推
進

連
絡
会
議
の
田
中
幸
一
事
務
局
長

が
、
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
航
空
寺
崎
豊

彦
広
報
部
長
ら
と
共
に
、
学
校
法

人
九
州
中
村
高
等
学
園 

九
州
産
業

大
学
附
属
九
州
高
等
学
校
を
訪
問
し
、

ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
航
空
エ
ア
ケ
ア
・

チ
ャ
リ
テ
ィ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る

2
5
3
万
マ
イ
ル
の
マ
イ
レ
ー
ジ
を

ご
寄
付
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
3
月
に
米
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
へ
の
修
学
旅
行
に
参
加
し
た
九
州

高
校
2
年
生
の
生
徒
さ
ん
と
先
生
の

合
計
2
5
3
名
に
よ
る
マ
イ
レ
ー
ジ

寄
付
で
あ
り
、
国
内
1
7
0
往
復
分

に
相
当
す
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
田
中
好
郎
校
長
先
生
に
対

し
、
大
谷
会
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
り
、

骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
よ
り
一
層
の
協
力

を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

　

田
中
校
長
先
生
か
ら
は
、「
生
徒

達
も
楽
し
か
っ
た
修
学
旅
行
で
協
力

が
で
き
喜
ん
で
い
る
。
今
回
の
取
り

組
み
を
通
し
、
い
の
ち
の
大
切
さ
を

骨髄バンクの最新情報をお知らせする ── 骨髄バンクＮＯＷ
●今年度のＡＣ骨髄バンク支援キャンペーン、７月よりスタート
　公共広告機構（AC）による骨髄バンク支援キャンペーンの新CMが完成、７月より様々なメディ
アで展開されます。新CMのキャッチコピーは｢世代から世代へ。それは命をつなぐリレー ｣です。
大切なのはドナーの数を絶やさず増やすこと、をテーマに登録可能年齢を前面に出し、ドナー登録
を呼びかけられます。

●コーディネーター養成研修会受講者募集
　本研修会を受講後、適性が認められた方をコーディネーターとして認定し、必要人数を委嘱します。
詳細につきましては財団ホームページ（http://www.jmdp.or.jp）に掲載されています。
●お問合せ／ TEL03-5280-8233

●日本骨髄バンクニュース第30号、7月上旬発行
　ドナー登録者や関係者の皆さんに届けられている「日本骨髄バンクニュース」第30号が７月上旬
に発行されます。巻頭ページのインタビューには阪神タイガースの名ストッパー・藤川球児投手が
登場、ご自身がドナー登録をした経緯や骨髄バンクへの思いを熱く語っられているようです。

●日本骨髄バンクの現状（平成19年5月末現在）
 4月 5月 現在数 累計数
ドナー登録者数 2,797 2,743 281,199 354,699
患者登録者数 182 182 2,261 22,799
骨髄移植例数 76 81 － 8,367
20歳未満ドナー － 194 5,384*1 －
51歳以上ドナー 164*2 75*3 7,415*4 －

新
役
員
決
定

　

九
産
大
附
属
九
州
高
等
学
校
か
ら

　

マ
イ
レ
ー
ジ
贈
ら
る

授
業
に
も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
」

と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

2
月
の
九
州
女
子
高
等
学
校
と
、

今
回
の
九
州
高
校
か
ら
の
マ
イ
レ
ー

ジ
贈
呈
を
受
け
、
全
国
協
議
会
で
は
、

遠
方
の
病
院
に
治
療
に
通
う
患
者
さ

ん
や
そ
の
ご
家
族
へ
の
支
援
事
業
開

始
に
む
け
、
本
格
的
な
検
討
に
入
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
若
い
皆
さ
ん

の
暖
か
い
ご
支
援
に
報
い
る
よ
う
、

1
日
も
早
い
事
業
開
始
に
向
け
、
全

力
で
準
備
に
取
り
か
か
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

第71回
理事会報告

6月16・17日（土・日）
東京水産会館

〈
4
・
5
月
会
計
報
告
〉

〈
協
議
事
項
〉

●
名
義
後
援
、
承
認
案
件

●
静
岡
全
国
大
会
総
括
、
暫
定
会
計

報
告

●
管
理
費
の
振
替
に
つ
い
て

●
協
議
会
ニ
ュ
ー
ス
の
形
態
変
更
に

つ
い
て

●
佐
藤
き
ち
子
患
者
支
援
基
金
基
準

見
直
し
の
検
討
可
否
に
つ
い
て

●
グ
ッ
ズ
に
つ
い
て

●
白
血
病
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
相
談
員

の
補
充
に
つ
い
て

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用
と
理
事
用

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
変
更
に
つ
い

て
●
役
員
選
考
規
程
の
変
更
に
つ
い
て

●
常
勤
事
務
局
員
の
期
末
手
当
に
つ

い
て

注）数値は速報値のため次月以降に
訂正されることがあります。
*1）17年3月～
*2）51歳以上ドナーの延長数
*3）51歳以上ドナーの新規登録数
*4）17年9月～

写真＝西日本新聞社提供
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小
さ
い
で
す
が

頑
張
っ
て
い
ま
す

東京（友の会）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
間
た
ち

福
田
聖
伍
く
ん
（
宮
崎
）
の
巻

リ
レ
ー
紹
介

　　　    5月21日～6月23日   　　　
株式会社サクラホーム 現金 10,000円
株式会社サカタのタネ 現金 41,430円
加須市三俣小学校 新井正直 現金 5,000円
たっくママの投稿募金5月分 現金 5,754円
劇団往来 現金 61,795円
鈴木純子 現金 1,340円
狩野淳子 現金 1,000円
黒田多喜男 現金 10,000円
山口明大 現金 30,000円
塩谷 圭 現金 1,000円
笹山鼓宇太 現金 2,000円
白相浩二 現金 10,000円
堀江英二 現金 5,000円
菅 早苗 現金 1,000円
田中邦昭 現金 13,683円
櫻井康司 現金 30,000円
一柳泰樹 現金 15,000円
浅井俊保 現金 100,000円
藤波敬子 現金 10,000円
珍来総本店 現金 206,900円
特定非営利活動法人さくらんぼ
 現金 103,790円
匿名 現金 10,000円
●佐藤きち子患者支援基金
東京マリーンロータリークラブ
 現金 150,000円
日根和美 現金 20,000円
内藤礼子 現金 10,000円
今内科消化器科医院 現金 3,601円
神奈川骨髄移植を考える会 現金 100,000円
●白血病患者支援基金
株式会社北越ケーズ 現金 151,576円
株式会社マツモトキヨシ町田東口店
 現金 2,831円
レストラン沢羅木 現金 4,005円
信和クリニック 現金 222円
香寺ハーブガーデン 現金 70円
株式会社東洋彫刻製作所 現金 2,992円
 （敬称略）

心からのご寄付に
感謝申し上げます

活動資金の援助をお願いします
銀行口座

三井住友銀行  新宿通支店
普通  ５６６６６５５
郵便振替口座

００１５０-４-１５７５４
特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会

そ
の
33

㈱
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー　

カ
ン
セ

キ
西
川
田
店　
（
栃
木
県
宇
都

宮
市
）

　

当
社
は
、
栃
木
県
を
中
心
に

D
I
Y
商
品
、
ペ
ッ
ト
用
品
、
自
転

車
用
品
等
を
販
売
し
て
い
る
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
、
専
門
店
で
す
。
西
川
田

店
は
、
宇
都
宮
市
の
南
西
部
に
位
置

し
、
市
街
地
に
立
地
し
な
が
ら
緑
豊

か
な
風
景
が
店
舗
の
周
り
に
見
ら
れ

ま
す
。

　

当
店
の
募
金
箱
は
、
全
国
協
議
会

の
依
頼
で
設
置
し
て
い
ま
す
。
近

く
に
は
、
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
や
独

協
医
科
大
学
附
属
病
院
が
あ
り
、
医

療
に
は
関
心
の
高
い
土
地
柄
で
あ
り
、

募
金
さ
れ
る
お
客
様
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
先
日
当
社
の
創
業
者
で

あ
っ
た
社
長
が
他
界
さ
れ
た
こ
と
も
、

医
療
や
そ
の
た
め
の
募
金
等
に
全
社

的
に
関
心
が
高
く
な
っ
て
い
る
大
き

な
要
因
と
思
い
ま
す
。
大
切
な
人
を

失
う
悲
し
み
や
辛
さ
を
少
し
で
も
少

な
く
で
き
る
よ
う
に
お
手
伝
い
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
わ
。
今
回
は
、
宮
崎
か

ら
素
敵
な
少
年
を
紹
介
し
ま
す
。

　

私
の
息
子
、
福
田
聖
伍
で
す
。

　

ご
存
知
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

と
お
も
い
ま
す
が
、
小
学
4
年
の
と

き
に
、
骨
髄
移
植
を
し
て
、
現
在
高

校
2
年
で
す
。
2
0
0
5
年
、
少
年

の
主
張
全
国
大
会
で
、
命
の
大
切
さ
、

白
血
病
や
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
理
解
を

訴
え
て
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受

賞
！
全
国
に
そ
の
名
を
…
…
大
げ
さ

で
し
た
（
·。·;
）
す
み
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
生
ま
れ
て
か
ら
現
在
ま
で

を
ま
と
め
た
D
V
D
を
作
成
し
、
小

学
校
の
命
の
あ
さ
が
お
の
授
業
に
呼

ば
れ
た
り
、
私
（
母
）
の
講
演
で
も
、

使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
の
時
は
、
参
加
し
て
く
れ
ま
す
し
、

毎
年
国
際
青
島
太
平
洋
マ
ラ
ソ
ン
に

も
参
加
し
、
派
手
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
、
今
で
は
、
宮
崎
骨
髄
バ
ン
ク

の
広
告
塔
で
す
。 

（
福
田
よ
り
子
）

の

2007年度賛助会員（5月21日～6月23日）
匿名 2名 

全国協議会の活動にご賛同頂き、誠にありがとうござい

ました。引き続き、企業・団体のほか、個人の皆様から
のご協力も募っております。どうぞよろしくお願いいた
します。
　団体（法人）　年会費　1口　5000円
　個人会員　　　年会費　1口　2000円
※お申し込みは全国協議会事務局までお願いいたします。

感
謝
の
気
持
ち

　

6
月
3
日
、区
立
平
和
公
園
で「
第

25
回
板
橋
ふ
れ
あ
い
祭
り
」（
主
催
：

板
橋
区
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

後
援
：
板
橋
区
・
教
育
委
員
会
・
社

会
福
祉
協
議
会
）
で
模
擬
店
を
出
し
、

お
い
し
い
！
手
作
り
お
に
ぎ
り
を
売

り
ま
し
た
。
か
わ
い
い
短
大
生
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
売
り
子
に
な

り
、
あ
っ
！
と
い
う
間
に
完
売
し
ま

し
た
。「
登
録
は
ど
う
す
れ
ば
で
き

ま
す
か
？
」
と
い
う
学
生
さ
ん
、「
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
カ
ン
パ
を

し
て
下
さ
る
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
と

ふ
れ
あ
い
な
が
ら
骨
髄
バ
ン
ク
Ｐ
Ｒ

を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

骨
髄
バ
ン
ク
を
支
え
る
友
の
会
は

東
京
・
板
橋
で
活
動
し
て
い
る
小
さ

な
団
体
で
す
。

　

本
年
で
15
年
を
迎
え
ま
す
。
活
動

を
担
う
メ
ン
バ
ー
も
仕
事
、
介
護
、

育
児
に
追
わ
れ
、
毎
月
の
例
会
も
ま

ま
な
ら
ぬ
時
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後

も
地
元
で
行
わ
れ
る
「
ま
つ
り
」
等

の
イ
ベ
ン
ト
に
は
欠
か
さ
ず
参
加
し
、

コ
ツ
コ
ツ
骨
髄
バ
ン
ク
Ｐ
Ｒ
を
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

（
坂
詰
）

　

5
月
27
日
、
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ

舞
鶴
工
場
で
「
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
、

1
万
5
千
人
が
来
場
し
ま
し
た
。
会

場
で
は
、
中
丹
東
保
健
所
、
舞
鶴
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
舞
鶴
献
血
友
の

会
、
き
り
ん
の
会
が
共
同
で
骨
髄
バ

ン
ク
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
同
じ
会
場
で
京
都
府
主

催
の
献
血
並
行
登
録
会
が
開
催
さ
れ
、

19
名
の
登
録
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
日
午
後
、
舞
鶴
市
内
で
、
き
り

ん
の
会
主
催
の
「
骨
髄
バ
ン
ク
の
集

い
」
を
開
催
し
、
1
0
5
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、「
炎
・
命
・
絆
」
を
テ
ー

マ
に
、
H
L
A
研
究
所
の
佐
治
先
生

が
、
H
L
A
に
ま
つ
わ
る
文
化
人
類

学
に
及
ぶ
お
話
を
さ
れ
、
神
山
清
子

さ
ん
か
ら
は
、
ご
子
息
賢
一
さ
ん
や

映
画
「
火
火
」
の
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
60
万
人
に
達
し
た
「
中

国
骨
髄
庫
」
と
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
の

提
携
の
計
画
な
ど
に
つ
い
て
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
で
対
談
が
行

わ
れ
、
興
味
あ
る
内
容
で
し
た
。

　

第
二
部
は
、ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト「
あ

ま
り
あ
」
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

で
透
明
な
歌
声
に
魅
了
さ
れ
た
一
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
京
都
府
中
丹
東
保
健
所
：
富
田
良

典
、
き
り
ん
の
会
：
森
下
正
）

　

4
月
14
日
に
元
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ

で
姫
路
市
出
身
の
千
城
恵
さ
ん
が
主

催
さ
れ
た
、
骨
髄
バ
ン
ク
支
援
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
「
夢
の
咲
く

こ
ろ
」
が
神
戸
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
安
奈　

淳
さ

ん
・
但
馬　

久
美
さ
ん
・
桐　

さ
と

実
さ
ん
・
千
城　

恵
さ
ん
が
出
演
さ

れ
、
会
場
は
宝
塚
の
風
が
一
杯
に
流

れ
て
お
り
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
前

に
は
、「
神
戸
献
血
の
和
を
広
げ
る

会
」
の
会
長　

伴
さ
ん
と
、
当
セ
ン

タ
ー
代
表
の
澤
山
が
、
骨
髄
バ
ン
ク

の
現
状
や
非
血
縁
者
間
骨
髄
移
植
に

係
る
保
健
適
用
範
囲
拡
大
を
も
と
め

る
署
名
の
呼
び
か
け
な
ど
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

千
城
恵
さ
ん
は
、
地
元
で
も
か
な

り
前
か
ら
骨
髄
バ
ン
ク
活
動
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
5
月
に

行
な
わ
れ
ま
し
た
「
舞
・
シ
ャ
ン
ソ

ン
」
の
会
場
で
も
、
バ
ン
ク
の
広

報
・
募
金
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
7
月
29
日
、
姫
路
市
民
会

館
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
「
パ
リ

祭
」
に
も
ご
協
力
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
私
ど
も
の
活
動
は
地
元
の
多
く

方
々
に
さ
さ
え
ら
れ
こ
そ
で
き
ま
す
。

本
当
に
感
謝
で
一
杯
で
す
。
皆
様
の

ご
協
力
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
が

ん
ば
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

（
濱
田
）

「
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」＆

「
骨
髄
バ
ン
ク
の
集
い
」

舞鶴

元
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
に
よ
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

姫路

ん
が
、
ど
う
し
て
も
会
っ
て
元
気
に

な
っ
た
姿
を
み
て
も
ら
い
た
い
。
だ

か
ら
、
い
つ
か
会
っ
て
お
礼
を
言
え

る
日
が
来
る
こ
と
を
信
じ
て
、
こ
れ

か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

移
植
満
5
年
を
迎
え
ま
し
た
。
25

歳
で
終
わ
っ
て
い
た
は
ず
の
人
生
が
、

あ
な
た
か
ら
も
ら
っ
た
命
で
今
で
は

二
児
の
父
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

血
の
つ
な
が
っ
て
い
る
親
兄
弟
で

も
全
く
同
じ
と
い
う
こ
と
は
な
い
の

に
、
私
の
中
に
流
れ
て
い
る
血
は
、

血
液
型
は
も
ち
ろ
ん
D
N
A
も
全
く

あ
な
た
と
同
じ
で
す
。
一
生
懸
命
看

病
し
て
く
れ
た
親
、
心
配
し
て
く
れ

た
兄
弟
や
親
戚
、
恋
人
や
友
人
に
職

場
の
先
輩
、
も
ち
ろ
ん
骨
髄
バ
ン
ク

の
関
係
者
の
皆
さ
ま
。

　

み
ん
な
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す

が
、
お
母
さ
ん
で
あ
り
お
姉
さ
ん
で

あ
る
あ
な
た
は
僕
に
と
っ
て
世
界
で

一
番
大
切
な
人
で
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

先
日
、
静
岡
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

集
い
に
初
め
て
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
全
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
私
が
移
植
を
受
け
た

日
と
ち
ょ
う
ど
1
年
違
い
で
ド
ナ
ー

に
な
ら
れ
た
方
が
そ
の
場
に
い
て
、

話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

だ
あ
な
た
に
は
会
え
て
い
な
い
け
ど

少
し
近
づ
い
た
気
が
し
ま
し
た
。

　

自
分
の
命
を
助
け
て
く
れ
た
人
に

会
う
こ
と
が
出
来
な
い
気
持
ち
は
、

当
事
者
で
し
か
分
か
ら
な
い
。
わ
が

ま
ま
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

　

今
も
病
気
と
闘
っ
て
い
る
仲
間
た

ち
に
伝
え
た
い
。
私
の
よ
う
に
元

気
に
な
れ
る
日
が
必
ず
く
る
か
ら

今
を
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し

て
、
元
気
に
な
っ
た
ら
一
緒
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
よ
う
！ 

（
山
口
明
大
）

　

6
月
24
日
、
埼
玉
県
草
加
市
の
草

加
市
民
文
化
会
館
ホ
ー
ル
に
て
、
子

ど
も
と
子
育
て
家
庭
を
見
守
り
応
援

し
て
き
た
N
P
O
法
人
さ
く
ら
ん
ぼ

10
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
大
谷

貴
子
さ
ん
の
講
演
会
と
コ
ン
サ
ー
ト

「
〜
い
の
ち
を
あ
り
が
と
う
〜
」
を

開
催
し
1
2
0
0
人
を
超
え
る
方
々

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ホ
ー
ル
は
満
員

と
な
り
ま
し
た
。
大
谷
さ
ん
ご
自
身

の
骨
髄
移
植
の
体
験
の
お
話
か
ら
骨

髄
バ
ン
ク
を
創
設
す
る
ま
で
の
お
話

な
ど
か
ら
、
み
ん
な
が
支
え
あ
い
助

け
合
え
る
地
域
づ
く
り
へ
と
、
一
人

ひ
と
り
が
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
痛
感
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
骨

髄
バ
ン
ク
へ
の
募
金
活
動
は
草
加
市

内
全
域
で
展
開
さ
れ
、
特
に
ラ
ー

メ
ン
の
珍
來
総
本
店
さ
ん
が
「
餃

子
一
皿
3
5
0
円
の
内
50
円
を
全
国

協
議
会
へ
寄
付
し
ま
す
」
と
1
ヶ
月

に
わ
た
り
協
賛
し
て
、
期
間
中
に

4
2
0
0
食
を
売
っ
て
く
だ
さ
り
、

寄
付
金
は
当
日
会
場
で
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。 

（
檜
森
淑
子
）


